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水
道
事
業
の
現
状
と
課
題

　
本
市
の
水
道
事
業
は
、
市
民
生

活
を
支
え
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し

て
安
全
・
安
心
な
水
道
の
安
定
供

給
に
努
め
、
安
価
な
水
道
料
金
を

維
持
し
て
き
ま
し
た
が
、
給
水
人

口
の
減
少
や
節
水
機
器
の
普
及
な

ど
に
よ
り
家
庭
で
の
水
の
使
用
量

が
減
少
し
、
水
道
料
金
収
入
の
増

加
が
見
込
め
な
い
状
況
で
す
。

　
一
方
で
、
昭
和
40
年
以
降
に
建

設
・
布
設
し
て
老
朽
化
が
進
ん
で

1010
月
１
日
使
用
分
よ
り
、

月
１
日
使
用
分
よ
り
、

水
道
料
金
を
増
額
改
定
し
ま
す

水
道
料
金
を
増
額
改
定
し
ま
す

問問
水
道
お
客
様
セ
ン
タ
ー〔
☎

水
道
お
客
様
セ
ン
タ
ー〔
☎
(20)(20)
６
４
０
０
〕　

６
４
０
０
〕　

　
上
下
水
道
総
務
課
（
内
線
２
５
１
）

　
上
下
水
道
総
務
課
（
内
線
２
５
１
）

い
る
水
道
施
設
の
更
新
や
大
規
模

災
害
に
備
え
た
耐
震
化
な
ど
を
実

施
す
る
必
要
が
あ
り
、
水
道
事
業

の
経
営
状
態
は
ま
す
ま
す
厳
し
く

な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

経
営
改
善
化
へ
の
取
り
組
み

　
市
で
は
、
経
営
改
善
化
の
た
め

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

き
た
結
果
、
平
成
8
年
か
ら
約
25

年
間
水
道
料
金
を
据
え
置
い
て
き

ま
し
た
。し
か
し
、厳
し
い
経
営
状

況
は
今
後
も
続
く
こ
と
か
ら
、
経

営
の
効
率
化
だ
け
で
は
長
期
的
な

課
題
の
抜
本
的
解
決
は
困
難
で
す
。

水
道
料
金
の
改
定
に
つ
い
て

　
老
朽
化
し
て
い
る
水
道
施
設
の

更
新
や
耐
震
化
な
ど
の
整
備
を
実

下水道管渠長寿命化事業を	 	
実施します
　本市の公共下水道は、汚水と雨水を分ける分
流式を採用しています。
　しかし、老朽化などの要因で汚水管に雨水が
流れ込んでいるため、雨天時に下水処理場の処
理能力を圧迫しています。
　上記の問題を解決するため、令和元年度から
５カ年に渡り、加太・五軒家処理分区地区およ
び金剛東処理分区地区（津々山台、小金台、廿
山、向陽台、藤沢台、青葉丘、新青葉丘町、加太、
五軒家）を対象に、同事業を実施しています。
　今年度は５月より、青葉丘、新青葉丘町、加
太、五軒家の４地区で、同事業を実施します。
※詳しくは、お問い合わせください。
問下水道課（内線262）

施
し
、
安
全
・
安
心
な
水
道
を
安

定
的
に
供
給
し
続
け
る
財
源
を
確

保
す
る
た
め
、
10
月
1
日
使
用
分

よ
り
、
水
道
料
金
を
増
額
改
定
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
回
の
改
定
に
お
い
て

下
水
道
使
用
料
お
よ
び
浄
化
槽
使

用
料
の
改
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
改
定
後
の
料
金
な
ど
詳
し
く
は
、

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
お
よ
び
８
月
発

行
の
「
上
下
水
道
だ
よ
り
」
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
水
道
事
業
に
必
要
な
経
費
は
、

受
益
者
負
担
が
原
則
で
す
。 

生
活

に
必
要
不
可
欠
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

を
維
持
し
て
い
く
た
め
、
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

５
月
14
日
～
20
日
は	

ギ
ャ
ン
ブ
ル
な
ど	

	

依
存
症
問
題
啓
発
週
間

　
依
存
症
は
回
復
が
十
分
可
能

な
病
気
で
す
。
ご
本
人
や
ご
家

族
だ
け
で
抱
え
込
ま
ず
、
ま
ず

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
府
こ
こ
ろ
の
健
康
総
合
セ
ン

タ
ー
で
は
、
第
２・
４
土
曜
日

に
相
談
を
実
施
し
て
し
ま
す
。

問
こ
こ
ろ
の
健
康
総
合
セ
ン

タ
ー
〔
☎
０
６(

６
６
９
１)

２
８
１
８
〕

５
月
31
日
は	

	
	

世
界
禁
煙
デ
ー

　
た
ば
こ
を
や
め
ら
れ
な
い
の

は
、
タ
バ
コ
の
煙
に
含
ま
れ
る

ニ
コ
チ
ン
の
持
つ
強
い
依
存
性

が
原
因
で
す
。
こ
の
よ
う
な
喫

煙
習
慣
は「
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
」

と
い
わ
れ
、
治
療
が
必
要
な
病

気
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
無
料
の

禁
煙
相
談
も
実
施
し
て
い
ま
す

の
で
、
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
健
康
づ
く
り
推
進
課
〔
☎

(28)

５
５
２
０
〕

使用水量
水道料金（税込）

現行 改定後
（10月～）

０～８立方㍍ 基本料金 693円 796円

９～20立方㍍

１立方㍍
あたり

144円 168円

21～30立方㍍ 181円 206円

31～40立方㍍ 224円 249円

41～50立方㍍ 256円 280円

51～100立方㍍ 277円 298円

101立方㍍以上 288円 303円

現行と改定後の料金比較表

※量水器口径が40㍉㍍未満の場合。
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自主防災組織を結成しましょう
　自主防災組織は「自分たちの地域は自分たちで守る」とい
う住民の強い信念と連帯感に基づき、自主的に結成する防
災組織で、現在、市内に77団体あります。自主防災組織に
は若い世代を含めた皆さん一人一人の「力」が必要です。災
害に強い地域を作るために自主防災組織を結成しましょう。
問市消防本部警備救急課〔☎ (23)1125〕

　
本
市
で
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
は
じ

め
と
す
る
性
的
少
数
者
や
そ
の
家

族
、支
援
者
が
、地
域
で
安
心
し
て

気
軽
に
集
う
こ
と
が
で
き
る
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
」
を
開
設

し
て
い
ま
す
。　

※
参
加
方
法
や
募
集
要
項
・
応
募

用
紙
な
ど
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
（
人
権
・
市
民
協
働
課
の

ペ
ー
ジ
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

参
加
者
募
集

と
き　
５
月
22
日
㈯
、
午
後
２
時

～
４
時

と
こ
ろ　
市
役
所

テ
ー
マ　
「
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
」
と

「
ア
ウ
テ
ィ
ン
グ
」

愛
称
が
決
ま
り
ま
し
た

　
同
ス
ペ
ー
ス
の
愛
称
を
募
集
し

た
と
こ
ろ
、
多
数
の
応
募
を
い
た

だ
き
、「
に
じ
い
ろ
ブ
ー
ケ
」
に
決

定
し
ま
し
た
。

ＬＧＢＴコミュ
ニティスペース
をご存じですか

　
こ
れ
は
、
多
様
な
人
た
ち
が
自

分
ら
し
く
、
互
い
に
認
め
、
尊
重

し
合
え
る
場
に
な
る
よ
う
に
と
い

う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
募
集
し
ま
す

募
集
内
容　
同
ス
ペ
ー
ス
の
趣
旨

に
沿
う
も
の
で
、
愛
称
「
に
じ
い

ろ
ブ
ー
ケ
」
を
象
徴
す
る
よ
う
な

「
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
」（
図
）と「
ロ

ゴ
タ
イ
プ
」（
文
字
）
の
２
つ
を
組

み
合
わ
せ
た
も
の
と
し
ま
す
。

※
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と
ロ
ゴ
タ
イ

プ
は
別
々
で
の
使
用
も
想
定
し
て

く
だ
さ
い
。

※
応
募
は
１
人
３
点
ま
で
。
自
作

か
つ
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

※
市
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
と

っ
ぴ
ー
」
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
作
品
は
手
描
き
で
も
電
子
デ
ー

タ
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

提
出
物　
応
募
用
紙
お
よ
び
作
品

（
Ａ
４
サ
イ
ズ
以
内
）

応
募
方
法　

６
月
30
日
㈬
ま
で

に
、
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
で
、

〒
５
８
４・
８
５
１
１
常
盤
町
１

の
１　
人
権
・
市
民
協
働
課
〔（
内

線
４
７
２
）・
Ｅ
メ
ー
ルjinken@

city.tondabayashi.lg.jp

〕
へ

※
郵
送
の
場
合
、
な
る
べ
く
作
品

を
折
り
曲
げ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

マイナンバーカードに関するお知らせ
●マイナンバーカードの申請方法
　マイナンバーカードの作成を希望する人は、平
成27年にお届けした「通知カード」に添付の申
請書または、令和３年１月から順次送付している
申請書に必要事項を記入し、同封の返信用封筒で
郵送してください。
　スマートフォンやパソコン、自動写真撮影機

（市役所１階にも設置）などからも申請可能です。
詳しくは、「通知カード」に同封の案内、または
マイナンバーカード総合サイト〔https://www.
kojinbango-card.go.jp/〕をご覧ください。
※現在、交付申請の増加により、申請から交付ま
で約２カ月ほどかかります。
マイナンバー取得のメリット
・公的な身分証明書として利用できます。
・コンビニエンスストアなどで、「住民票の写し」
「印鑑登録証明書」「市・府民税証明書（現年度分）」
が取得できます。
・各種行政手続きの申請に利用できます。
問市民窓口課（内線131、132）、マイナンバー総
合フリーダイヤル〔☎0120(95)0178〕
●マイナンバーカードの日曜交付
　マイナンバーカードを交付する休日窓口を次の
日程で開設します。申請者本人がお越しください。
とき　５月２日㈰、９日㈰、午前９時～午後３時
※５月は午後３時まで受け付けます。
ところ　市役所１階市民窓口課
※持ち物など詳しくは、お問い合わせください。
問市民窓口課（内線131、132）
●コンビニ交付サービスが一時休止します
　本市では、マイナンバーカードを利用した証
明書のコンビニ交付サービスを実施していますが、
次の日はシステム点検のため、一時休止します。
休止日　５月１日㈯～５日㈷、31日㈪
問市民窓口課（内線131）、課税課（内線111）
●健康保険証としての利用開始が延期になりました
　マイナンバーカードの健康保険証としての利用
は、当初、３月下旬からとされていましたが、国
のシステムの不具合が発見されたことから、当面、
延期されることになりました。　※詳しい情報が
入り次第、市ウェブサイトでお知らせします。
問国民健康保険については保険年金課（内線
150、151）、後期高齢者医療については福祉医療
課（内線158、159）

問人権・市民協働課（内線472）
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憲
法
は
私
た
ち
の
生
活
の
中
で

自
由
と
幸
福
を
追
求
す
る
に
あ
た

っ
て
、
決
し
て
欠
か
す
こ
と
が
で

き
な
い
も
の
で
あ
り
、
憲
法
に
つ

い
て
考
え
る
こ
と
は
、「
人
権
」
を

自
分
自
身
や
社
会
、
実
生
活
と
の

関
わ
り
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か

け
に
も
な
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、

家
庭
や
地
域
で
、
憲
法
に
つ
い
て

話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

特
設
人
権
な
ん
で
も
相
談

と
き　
５
月
７
日
㈮
、
午
後
１
時

～
４
時

と
こ
ろ　
市
役
所
地
下
９
０
４
会

議
室　
※
当
日
、直
接
会
場
へ
。電

話
（
内
線
５
４
４
）
で
の
相
談
も

受
け
付
け
。

問
人
権
・
市
民
協
働
課
（
内
線

４
７
２
）

５
月
１
日
～
７
日
は
憲
法
週
間

　
本
市
で
は
、
次
の
と
お
り
人
権

擁
護
委
員
に
よ
る
、
特
設
人
権
な

ん
で
も
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
人

権
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
や

近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、身
近
で

困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

特
設
人
権
な
ん
で
も
相
談

と
き　
６
月
１
日
㈫
、
午
前
９
時

～
正
午
、
午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ　
市
役
所
地
下
９
０
４
会

議
室　
※
当
日
、直
接
会
場
へ
。電

話
（
内
線
５
４
４
）
で
の
相
談
も

受
け
付
け
。

本
市
の
人
権
擁
護
委
員

○
岡
本　
聡
子
さ
ん

○
隆
琦　
永
子
さ
ん

○
川
口　
博
夫
さ
ん

○
北
野　
茂
さ
ん

○
木
下　
佳
信
さ
ん

○
蔵
田　
和
子
さ
ん

○
阪
本　
省
三
さ
ん

○
芝
本　
と
も
子
さ
ん

○
十
石　
慈
洋
さ
ん

○
藤
田　
裕
邦
さ
ん

○
吉
海　
弘
幸
さ
ん

問
人
権
・
市
民
協
働
課
（
内
線

４
７
２
）

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日

　
障
が
い
の
あ
る
人
と
家
族
が
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、各

圏
域
に
障
が
い
者
基
幹
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
（
障
が
い
者
雇
用
セ
ン

タ
ー
）を
設
置
し
て
い
ま
す（
左
表
参

照
）。
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
相
談
支

援
を
す
る
と
と
も
に
、
就
労
や
雇

用
の
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
障
が
い
者
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
（
左
表
参
照
）
や
、

障
が
い
福
祉
課
内
に
出
張
相
談
窓

口（
祝
日
を
除
く
月
～
金
曜
日
、午

前
９
時
15
分
～
午
後
５
時
）
を
設

置
し
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。　

問
障
が
い
福
祉
課
内
障
が
い
者
基

幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
内
線

１
６
２
）

障
が
い
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
障
が
い
者
雇
用
セ
ン
タ
ー
）
の
ご
利
用
を

障がい者
基幹相談支
援センター
（障がい者
雇用セン
ター）

第１圏域（喜志・第一中学校区）
(福) 聖徳園「聖徳園みどりの風」（川向町６の 31）
とき　月～金曜日（祝日は除く）、午前 9 時～午後 5 時
問〔☎ (26)8627･ FAX (26)8628〕

第２圏域（第二・第三中学校区）
（福）いずみ野福祉会「つじやま相談室」（廿山 20 の７）
とき　月～金曜日（祝日は除く）、午前 9 時～午後 5 時
問〔☎ (28)5311･ FAX (40)1513〕

第３圏域（金剛・葛城・藤陽・明治池中学校区）
（福）四天王寺福祉事業団「四天王寺悲田富田林苑」（向陽台一丁目３の20）
とき　月～金曜日（祝日は除く）、午前９時～午後５時30分
問〔☎ (29)0500･ FAX (29)0282〕

障がい者
相談支援
センター

●（福）桃花塾「ピーチネット」（喜志 2067）
とき　月～金曜日（祝日は除く）、午前 9 時～午後 5 時
問〔☎・FAX (24)8626］
●NPO法人あい「地域活動支援センターときわぎ」（昭和町二丁目２の６）
とき　月～金曜日（祝日は除く）、午前 9 時～午後 5 時
問〔☎・FAX (25)1516〕
●NPO法人次世代育成・少子化対策研究会	「アプローチ寺池」

（寺池台二丁目12の８）
とき　月～金曜日（祝日は除く）、午前 10 時～午後 6 時
問〔☎・FAX (29)8655〕

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
伴

い
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
、簡
単
に
情
報

を
受
け
取
っ
た
り
、
発
信
し
た
り

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
一
方
で
、
人
権
や
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
侵
害
す
る
行
為
が
多
く
見

受
け
ら
れ
ま
す
。
差
別
や
偏
見
に

つ
な
が
る
情
報
を
発
信
す
る
こ
と

や
、
そ
の
情
報
に
同
調
す
る
こ
と

は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
一
人
一
人
が
、
人
権
意
識
を
高

め
、
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
を
持

っ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し

ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、市
で
は
、啓
発
冊
子「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
人
権
」
を
作
成

し
ま
し
た
。
無
料
で
配
布
し
て
い

ま
す
の
で
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
同
冊
子
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（
人
権
・
市
民
協
働
課
の
ペ
ー
ジ
）

か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
人
権
・
市
民
協
働
課
（
内
線

４
７
４
） インターネット

上の人権侵害
～啓発冊子を作成
しました～
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子
育
て
や
学
校
生
活
、
医
療
・

介
護
な
ど
で
心
配
事
や
悩
み
事
が

あ
れ
ば
、
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
身

近
に
い
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地

域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
見
守

り
活
動
を
し
た
り
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
生
活
や
福
祉
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
て
必
要
な
支

援
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
相
談

内
容
に
応
じ
て
福
祉
制
度
や
支
援

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、関

係
機
関
へ
の
「
つ
な
ぎ
役
」
に
な

り
ま
す
。

　
ま
た
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

に
は
守
秘
義
務
が
あ
り
ま
す
。
秘

密
は
必
ず
守
り
ま
す
の
で
、
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員

を
知
り
た
い
場
合
は
、
増
進
型
地

域
福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
増
進
型
地
域
福
祉
課
（
内
線

２
７
６
）

５
月
12
日
は

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
で
す

外国人市民会議の委員募集
　本市では、外国人市民にとって住みよいまちづくりを進める
ため、「外国人市民会議」を新たに設置しました。このたび、
第１期委員を次のとおり募集します。
対象者　市内在住・在学・在勤で18歳以上の外国人
募集人数　７人（書類審査により選考）　任期　７月より３年間
会議テーマ　外国人市民への情報提供のあり方
申し込み　５月６日㈭～31日㈪（消印有効）に、人権・市
民協働課に備え付けの申込用紙に必要事項を記入し、〒584-
8511常盤町１の１　人権・市民協働課〔（内線473）・E メー
ル kyoudo@city.tondabayashi.lg.jp〕へ（市ウェブサイト（人
権・市民協働課のページ）からも申し込み可）

男女共同参画フォーラム「Be	-	in	ひろっぱ」	 	
実行委員募集
　地域での男女共同参画を進めることを目的に、男女共同参画
フォーラム「Be - in ひろっぱ」を開催します。皆さんも実行
委員になって、その企画や運営に携わってみませんか。実行委
員会は、６月～翌年３月の間に、月１回程度開催する予定です。
募集人数　10人程度（性別不問）
申し込み　５月20日㈭（必着）までに、人権・市民協働課
に備え付けの応募用紙に必要事項を記入し、郵送、ファクス
またはＥメールで、〒584-8511常盤町１の１　人権・市民
協働課〔（内線474）・FAX (25)9037・Ｅメール jinken@city.
tondabayashi.lg.jp〕へ　
※応募用紙は、市ウェブサイト（人権・市民協働課のページ）
からもダウンロードできます。

市男女が共に生きやすい社会づくりを推進する	
審議会委員募集
　本市では、男女が互いの人権を尊重しつつ、性別に関わりな
く、その個性と能力を十分発揮することができる、男女が共に
生きやすい社会の実現をめざして、さまざまな施策を総合的に
実施しています。これらの施策を具体的に進めていくにあたり、
同審議会の委員を次のとおり募集します。
対象者　市内在住で20歳以上の人（性別不問）
募集人数　１人（志望動機などの審査により選考）
任期　委嘱の日から２年間
※なお、同審議会は年１回程度開催し、同審議会委員には、市
の規定に基づき報酬を支払います。
申し込み　５月31日㈪までに、人権・市民協働課に備え付け
の応募用紙に必要事項を記入し、同課〔（内線474）・FAX (25)
9037・Ｅメール jinken@city.tondabayashi.lg.jp）へ　
※応募用紙は、市ウェブサイト（人権・市民協働課のページ）
からダウンロードもできます。

　
本
市
で
は
、
生
活
保
護
世
帯
、

児
童
扶
養
手
当
全
部
支
給
世
帯
ま

た
は
同
等
の
所
得
水
準
の
ひ
と
り

親
世
帯
の
中
学
生
な
ど
を
対
象
に
、

子
ど
も
の
学
習
支
援
事
業
と
し
て

同
教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
同
教
室
へ
の
参
加
者
を
随
時
募

集
し
て
い
ま
す
の
で
、
申
し
込
み

方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

内
容　

大
学
生
の
学
習
支
援
サ

ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
学
習
サ
ポ
ー
ト
、

勉
強
の
悩
み
相
談
、
参
加
者
同
士

の
交
流
会
な
ど

参
加
費　
無
料

問
増
進
型
地
域
福
祉
課
（
内
線

２
９
７
）

学
習
支
援
教
室
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
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生産緑地地区の追加指定を受け付け
　本市では、良好な都市環境の形成を図るこ
とを目的に、生産緑地地区を指定しています。
受付期間など　５月６日㈭～６月30日㈬に、
都市計画課（内線453）で受け付け
※同地区の指定には要件がありますので、事
前に土地の位置、地番、面積などを確認の上、
早めにご相談ください。

農地の転用には転用許可が必要です
　農地を農地以外に転用するときは、原則と
して、農地転用許可が必要です。また、許可
後に転用目的の変更がある場合は事業計画変
更の手続きが必要です。必ず事前に相談して
ください。
問農業委員会（内線426）

農地の適正な管理を
　農業者の高齢化や不在地主の増加により、
耕作されない農地が目立つようになっていま
す。農地に雑草などが繁茂するなど遊休荒廃
化すると、病害虫や火災の発生、不法投棄の
要因となる恐れがあります。
　所有や貸借している農地の適正な管理をお
願いします。
問農業委員会（内線426）

　
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
防

止
対
策
推
進
の
た
め
、
鳥
獣
に
よ

る
農
作
物
被
害
防
止
柵
設
置
事
業

補
助
金
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

補
助
対
象
物
品　
被
害
区
域
お
よ

び
被
害
予
想
区
域
内
の
田
畑
な
ど

に
設
置
す
る
次
の
防
護
資
材
な
ど

◎
電
気
柵

◎
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
防

護
資
材
（
付
帯
す
る
杭く

い

も
可
）

※
い
ず
れ
も
購
入
金
額
が
３
万
円

未
満
の
物
品
は
対
象
外
で
す
。

補
助
対
象
者　
市
内
在
住
の
農
家

補
助
額　
購
入
金
額
の
10
分
の
８

の
額
で
、
上
限
10
万
円

申
し
込
み　
５
月
７
日
㈮
～
令
和

４
年
２
月
28
日
㈪
に
、
農
と
み
ど

り
推
進
課
（
内
線
４
４
５
）
へ

※
た
だ
し
、
予
算
が
な
く
な
り
次

第
終
了
し
ま
す
。

鳥獣による農作物被害
防止柵設置事業補助金
の活用を

　
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
は
、幼

虫
が
サ
ク
ラ
や
ウ
メ
、
モ
モ
な
ど

の
木
に
入
り
込
み
、
内
部
を
食
い

荒
ら
し
て
し
ま
う
特
定
外
来
生
物

で
す
。

　
被
害
拡
大
防
止
の
た
め
、
ク
ビ

ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
の
成
虫
を
見

つ
け
た
場
合
は
、
そ
の
場
で
踏
み

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
に
ご
注
意
を

つ
ぶ
す
な
ど
に
よ
り
駆
除
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。　

※
生
き
た
ま
ま
持
ち
運
ぶ
こ
と
は

違
法
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

問
環
境
衛
生
課
（
内
線
１
３
９
、

１
７
１
）

　
令
和
３
年
度
よ
り
、
融
資
内
容

を
一
部
変
更
し
、
よ
り
利
用
し
や

す
く
な
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

対
象
者　
市
内
に
お
い
て
、
同
一

場
所
で
６
カ
月
以
上
同
一
事
業
を

営
ん
で
い
る
小
規
模
企
業
者

融
資
限
度
額　
６
０
０
万
円
（
既

に
利
用
し
て
い
る
保
証
協
会
付
融

資
の
残
高
と
の
合
計
が
２
０
０
０

万
円
の
範
囲
内
と
な
る
額
）

融
資
期
間　
７
年
以
内

融
資
利
率　

1.3
㌫
の
固
定
利
率

（
金
融
情
勢
に
よ
っ
て
変
動
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
）

信
用
保
証
料　
大
阪
信
用
保
証
協

会
が
定
め
る
料
率
に
よ
る
保
証
料

※
条
件
を
満
た
し
た
場
合
、
約
定

利
子
と
信
用
保
証
料
の
そ
れ
ぞ
れ

２
分
の
１
を
補
給
し
ま
す
。

問
商
工
観
光
課
（
内
線
４
８
１
）

市
小
規
模
企
業
融
資
を
拡
充
し
ま
し
た

リチウムイオン電池などを回収しています
　家電量販店などのリサイクル協力店や環境衛生課、金剛連
絡所にて、「リチウムイオン電池」「ニカド電池」「ニッケル水
素電池」の回収を実施しています。これらの電池の処分時に
は、本体から電池を取り外し、金属端子部分やリード線をビ
ニルテープなどで絶縁してからお持ちください。
問環境衛生課（内線144）
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５月は消費者月間
　消費者問題に遭遇した場合は、一人で抱え込まず、
気軽に下記までご相談ください。
●市消費生活センター（内線186）
とき　月～金曜日、午前９時～正午、午後１時～４時

（祝日、年末年始を除く）
ところ　市役所１階市民相談室横
●消費者ホットライン〔☎188〕
とき　月～金曜日は午前９時～午後５時、土・日曜日、
祝日は午前10時～午後４時（年末年始を除く）
国民生活センターより情報をお届けしています
　国民生活センターでは、今注意すべきこと、子ども
や高齢者などに関わる事故や悪徳情報に関する情報を
メールやＳＮＳなどで無料配信しています。ぜひ、ご
登録ください。詳しくは、国民生活センターホームペー
ジ〔http://www.kokusen.go.jp/index.html〕をご
覧ください。
問商工観光課（内線483）

創業支援セミナー
　市内でこれから創業する人を対象に、創業に関する
ノウハウが無料で学べる「創業支援セミナー」を開催
します。
※詳しくは、お問い合わせいただくか、市ウェブサイ
ト（商工観光課のページ）をご覧ください。
とき　６月10日㈭、17日㈭、７月１日㈭、８日㈭、
いずれも午後２時～４時（全４回）
ところ　ＬＩＣはびきの（羽曳野市軽里一丁目１の１）
定員　20人
申し込み　５月６日㈭～、富田林商工会〔☎(25)1101〕、
または商工観光課（内線481）へ（申し込み先着順）

介護面接会＆相談会
とき　５月21日㈮、午後２時～４時（受け付けは午
後３時45分まで）
ところ　ハローワーク河内長野（河内長野市昭栄町７
の２）
参加企業　３社　定員　24人　参加費　無料
持ち物　履歴書（複数の企業を面接される人は複数枚
ご用意ください）　
※ハローワーク受付票をお持ちの人は持参してくださ
い。
申し込み　５月６日㈭～、ハローワーク河内長野〔☎(53)
3081〕へ（申し込み先着順）

　
３
月
25
日
に
、
富
田
林
市
ブ
ラ

ン
ド
認
定
委
員
会
を
開
催
し
、
新

た
に
次
の
３
商
品
が
富
田
林
ブ
ラ

ン
ド
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

３商品を認定

・「
焼
ラ
ー
メ
ン
」（
麺
匠
貴
涼
楓
）

・「
じ
な
い
ま
ち
サ
ブ
レ　

漫
ろ

-

す
ず
ろ-

」（
町
家
カ
フ
ェ
栞
）

・「
富
田
林
じ
な
い
ま
ち　

詩
音

-Shiffon-

」（
町
家
カ
フ
ェ
栞
）

●
富
田
林
ブ
ラ
ン
ド
の
販
売
コ
ー

ナ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
富
田
林
ブ
ラ
ン
ド
認
定
商
品
を

集
め
た
販
売
コ
ー
ナ
ー
が
、
き
ら

め
き
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
に
あ
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
き
ら
め
き
フ
ァ
ク
ト
リ
ー〔
☎

(24)

５
５
０
０
〕

●
不
育
症
治
療
費
助
成
制
度

　
不
育
症
治
療
に
要
す
る
費
用
の

負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
保
険
適

用
外
の
不
育
症
治
療
等
費
用
の
一

部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

助
成
額　

１
年
度
に
つ
き
上
限

30
万
円
ま
で

対
象
者　
次
の
①
～
④
の
条
件
全

て
を
満
た
す
人

①
申
請
日
に
本
市
に
住
民
登
録
を

し
て
い
る
夫
婦

②
医
療
機
関
で
不
育
症
治
療
が
必

要
で
あ
る
と
診
断
さ
れ
、
保
険
適

用
外
の
治
療
を
受
け
た
夫
婦

③
法
律
上
婚
姻
を
し
て
い
る
夫
婦

④
他
の
地
方
公
共
団
体
か
ら
同
様

の
助
成
を
受
け
て
い
な
い
夫
婦

●
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
制
度

　
特
定
不
妊
治
療
（
男
性
不
妊
治

療
を
含
む
）
に
要
す
る
費
用
の
負

不
育
症
治
療
費
・
特
定
不
妊
治
療
費

の
助
成
を
し
て
い
ま
す

担
軽
減
を
図
る
た
め
、
府
な
ど
が

実
施
す
る
特
定
不
妊
治
療
費
助
成

制
度
の
承
認
を
受
け
た
、
本
市
に

住
民
登
録
を
し
て
い
る
夫
婦
を
対

象
に
助
成
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

※
い
ず
れ
も
、
申
請
が
必
要
で
す
。

申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
（
健
康
づ
く
り
推
進
課
の

ペ
ー
ジ
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
申
請
書
も
同
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
保
健
セ
ン
タ
ー〔
☎

(28)
５
５
２
０
〕
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市
若
者
・
子
育
て
世
代
転
入
促
進
給
付
金
の

申
請
を
受
け
付
け

　
親
子
で
の
近
居
ま
た
は
同
居
を

目
的
と
し
て
住
宅
を
購
入
す
る
若

者
・
子
育
て
世
代
に
対
し
て
住
宅

購
入
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

支
給
要
件　
申
請
時
点
で
左
表
の

要
件
全
て
を
満
た
す
人

支
給
金
額　

・
近
居
の
場
合
＝
30
万
円

・
同
居
の
場
合
＝
50
万
円

申
請
の
受
け
付
け　
令
和
４
年
３

月
31
日
㈭
ま
で
に
、
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
必
要
書
類
を

添
え
て
住
宅
政
策
課
へ
（
郵
送
不

可
）

※
予
算
が
な
く
な
り
次
第
、
終
了

し
ま
す
。

※
説
明
書
お
よ
び
申
請
書
は
、
市

役
所
４
階
住
宅
政
策
課
で
配
布
、

ま
た
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
住
宅

政
策
課
の
ペ
ー
ジ
）
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

問
住
宅
政
策
課
（
内
線
４
３
７
）

　
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に
気
付

か
な
い
ま
ま
放
置
す
る
と
、
知
ら

な
い
間
に
病
気
が
進
展
し
、
肝
硬

変
や
肝
が
ん
な
ど
の
重
篤
な
症
状

に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
一
生
に
一
度
は
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

実
施
場
所　
実
施
医
療
機
関　

※
４
月
号
広
報
に
折
り
込
み
の

「
令
和
３
年
度
保
健
事
業
案
内
」を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
（
健
康
づ
く
り
推
進
課
の
ペ
ー

ジ
）
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

内
容　
問
診
、
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
検
査

対
象
者　
40
歳
以
上
で
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
検
査
を
受
け
た
こ
と
の
な
い

人※
受
け
た
こ
と
が
あ
る
か
分
か
ら

な
い
場
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

費
用　
無
料

問
保
健
セ
ン
タ
ー〔
☎

(28)
５
５
２
０
〕

肝炎ウイルス検査は
お済みですか

　
本
市
で
は
、
産
後
の
体
調
や
育

児
に
不
安
が
あ
り
、
家
族
な
ど
か

ら
十
分
な
支
援
が
受
け
ら
れ
な
い

母
子
を
対
象
に
「
市
産
後
ケ
ア
事

業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
同
事
業
で
は
、
医
療
機
関
で
の

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
（
宿
泊
）
や
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
（
日
帰
り
）
の
機
会

を
提
供
し
、
助
産
師
な
ど
に
よ
る

乳
房
の
ケ
ア
や
授
乳
指
導
、
赤
ち

ゃ
ん
の
健
康
状
態
の
確
認
、
育
児

相
談
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象
者　
生
後
４
カ
月
未
満
の
乳

児
と
そ
の
母
親
（
早
産
児
の
場
合

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

※
同
事
業
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、

事
前
の
申
請
が
必
要
で
す
。
申
請

方
法
や
利
用
期
間
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
保
健
セ
ン
タ
ー〔
☎

(28)
５
５
２
０
〕

市
産
後
ケ
ア
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す

　
４
月
１
日
付
け
人
事
異
動
で
、

新
し
く
職
員
を
配
置
し
ま
し
た
。

部
長
級
以
上
の
異
動
は
次
の
と
お

り
で
す
。

▽
市
長
公
室
付
部
長
・
危
機
管
理

官　
岸
田　
直
樹

▽
子
育
て
福
祉
部
長
兼
福
祉
事
務

所
長　
花
岡　
憲

▽
健
康
推
進
部
長

喜
田　
浩
二

▽
上
下
水
道
部
長

鉄
本　
益
巳

▽
産
業
ま
ち
づ
く
り
部
理
事
（
府

か
ら
の
派
遣
）

片
岡　
一
浩

▽
消
防
本
部
理
事
兼
消
防
署
長
兼

指
令
課
長　
芝
池　
浩

問
人
事
課
（
内
線
３
２
１
）

市
職
員
の

人
事
異
動

市若者・子育て世代転入促進給付金要件表
対象者 対象住宅

■本市内に新たに住宅を取得した子世
帯の世帯主またはその配偶者
■本市に住民登録をしている 40 歳以
下の人
■本市の転入日前に１年以上継続して
本市外に居住しており、対象住宅の工
事請負契約日または売買契約日以降に
転入している人
※子世帯の世帯主、その配偶者のいず
れかが契約日以降に転入していれば対
象。
■親世帯が本市に１年以上継続して居
住している人
■親世帯および子世帯に市税の滞納が
ない人
■暴力団員による不当な行為の防止等
に関する法律に規定する暴力団員また
は市暴力団排除条例に規定する暴力団
密接関係者に該当しない人
■過去に同給付金、市近居同居促進給
付金を受給していない人

■新築または売買により取得した住宅
※相続や贈与、その他対価を伴わない
取得は対象外。
■対象者が所有する住宅
※共有名義の場合、子世帯が所有権の
持分の２分の１以上を保有しているこ
と
■令和２年４月１日以降（建物登記簿
の権利部甲区欄の受付日で判定）に取
得し、所有権保存登記または所有権移
転登記が完了している住宅
■関係法令に基づき適正に建築された
住宅
■自己の居住用に供する住宅
※別荘や販売・賃貸するための住宅は
対象外。
※併用住宅の場合は、一定の基準を満
たせば対象となる場合がありますので
お問い合わせください。
■延べ床面積が 50㎡以上で、玄関、
便所、台所が付設されている住宅



役所　☎ (25)1000・FAX (25)9037
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イ
ベ
ン
ト
が

中
止
に
な
り
ま
す

　
平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し

た
東
日
本
大
地
震
は
、岩
手
県
、宮

城
県
、
福
島
県
を
中
心
と
し
た
広

域
に
、
未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。

　
被
災
地
支
援
の
た
め
、
こ
れ
ま

で
義
援
金
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
て
き
ま
し
た
が
、
３
月
31
日
を

も
っ
て
受
け
付
け
を
終
了
し
ま
し

た
。 「

東
日
本
大
震
災
義
援
金
」
に

ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
協
力
に
よ
り
、

５
１
４
３
万
４
１
９
９
円
も
の
義

援
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。
皆
さ
ま

に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ご
協
力
い
た
だ
い
た
義
援
金
は
、

日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
て
、
被
災

地
に
送
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

問
増
進
型
地
域
福
祉
課
（
内
線

２
８
８
）

会計年度任用職員を募集します
①旅券発給事務
受験資格　窓口業務に従事した経験があり、基
本的なパソコン操作ができる人で、日曜日勤務
が可能な人
採用人数　１人
試験日　５月22日㈯または23日㈰　※面接時
間や場所などは申し込み時にお知らせします。
試験内容　面接試験
申し込み　５月６日㈭～19日㈬（土・日曜日
を除く）、午前９時～午後５時30分に、市民窓
口課に備え付けの申込書に必要事項を記入し、
写真を添えて、同課（内線134）へ（郵送不可）
※申込書、実施要領は同課で配布（市ウェブサ
イト（市民窓口課のページ）からダウンロード
もできます）。
②管理栄養士
受験資格　管理栄養士資格、普通自動車免許を
有する人で、基本的なパソコン操作ができる人
採用人数　１人
申し込み　福祉医療課（内線198）へ
※申し込みは随時受け付けています。申込書、
実施要領は同課で配布（市ウェブサイト（福祉
医療課のページ）からダウンロードもできま
す）。

　
本
市
で
は
、
福
祉
の
相
談
窓
口

の
充
実
を
は
か
る
た
め
、
10
月
か

ら
金
剛
連
絡
所
の
２
階
小
ホ
ー
ル

部
分
に
、
高
齢
者
の
総
合
相
談
窓

７月 15日㈭より
金剛連絡所２階
小ホールを閉鎖します

口
で
あ
る
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
ほ
ん
わ
か
セ
ン
タ
ー
）」
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
課
題
の
相
談
を

実
施
す
る
「
福
祉
な
ん
で
も
相
談

窓
口
」
の
併
設
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
金
剛
連
絡
所
２

階
小
ホ
ー
ル
は
、
改
修
工
事
の
た

め
、
７
月
15
日
㈭
か
ら
閉
鎖
し
ま

す
。

　
な
お
、
大
ホ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

従
来
ど
お
り
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。

問
金
剛
連
絡
所〔
☎

(29)
１
４
０
１
〕

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
次
の
イ
ベ
ン
ト

が
中
止
に
な
り
ま
す
。

▼
ラ
イ
フ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ザ
・

ウ
ォ
ー
ク
（
５
月
）

問
生
涯
学
習
課
（
内
線
５
８
５
）

▼
と
ん
な
す
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
６
月
）

問
農
と
み
ど
り
推
進
課
（
内
線

４
４
１
）

　
皆
さ
ま
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

住宅用火災警報器の維持管理を
　住宅用火災警報器は、一般的には電池で動いて
います。火災を感知するために常に作動しており、
その電池の寿命の目安は10年とされています。
　住宅用火災警報器が適切に機能するためには維
持管理が重要です。作動確認（機器の点検ボタン
を押すか点検ひもを引っぱる）を定期的に実施し
ましょう。音が鳴るなどの反応がなければ故障か
電池切れのため、住宅用火災警報器本体もしくは
電池の交換が必要です。住宅用火災警報器は、古
くなると電子部品の寿命や電池切れなどで、火災
を感知しなくなることがあるた
め、とても危険です。10年を
目安に交換しましょう。
問市消防本部予防課〔☎ (23）
1124〕
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ひとり親家庭の親などのための	 	 	
就業支援講習会
　ひとり親家庭の親や寡婦を対象に次の講習会が実
施されます。
①介護職員初任者研修（自宅学習+通学）
とき　７月31日～12月18日の土曜日または日曜日、
午前９時～午後５時（全17回）
定員　20人　
受講料　１万円（教材費など）
②医療事務作業補助者実務能力検定（試験対策）
とき　８月７日～９月25日の毎週土曜日、午前10
時～午後４時（全８回）
ところ　府立母子・父子福祉センター（大阪市東成
区中道一丁目３の59）
定員　20人　
受講料　8000円（教材費など）
申し込み　①は６月30日㈬、②は７月７日㈬まで
に、往復はがきに講習会名、参加者の住所、氏名（ふ
りがな）、年齢、職業、電話番号、志望動機、保育
希望者は子どもの氏名・年齢（対象は２歳から就学
前まで）を記入し、〒537-0025　大阪市東成区中
道一丁目３の59　大阪府母子・父子福祉センター
〔☎06(6748)0263〕へ（申し込み多数の場合抽選）
※①の会場など詳しくは、大阪府母子・父子福祉セ
ンターのウェブサイト〔http://osakafu-boshiren.
jp/〕をご覧ください。

新しい保育施設が開園しました
　４月１日に、新しく保育所が開園し
ました。
　また、梅の里保育園が幼保連携型認
定こども園に移行しました。
●富田林桜げんき園（新設）
ところ　甲田一丁目14番９号
定員　105人
設置主体　（福）千早赤阪福祉会
●梅の里こども園（梅の里保育園から
移行）
ところ　梅の里一丁目２番５号
定員　96人（移行前90人）
設置主体　（福）光

みつ

久
ひさ

福祉会
問こども未来室（内線291）

　
今
月
号
よ
り
、「
広
報
と
ん
だ
ば

や
し
」
で
使
用
す
る
文
字
に
、
高

齢
者
や
視
力
が
弱
い
人
が
誤
読
し

づ
ら
い
と
さ
れ
る
書
体
「
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト
（
Ｕ

～文字にもユニバーサルデザインを～～文字にもユニバーサルデザインを～
「広報とんだばやし」の「広報とんだばやし」の文字文字 が見やすくなりましたが見やすくなりました

問都市魅力課（内線 326）問都市魅力課（内線 326）

Ｄ
フ
ォ
ン
ト
）」を
採
用
し
て
い
ま

す
。

　
今
後
も
、
誰
も
が
読
み
や
す
く
、

よ
り
伝
わ
る
広
報
誌
を
め
ざ
し
ま

す
。

　
Ｔト

ピ

ッ

ク

ｏ
ｐ
ｉ
ｃ
（
き
ら
め
き
創
造

館
）
は
、「
若
者
の
育
成
拠
点
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
、
青
少
年
を
は
じ

め
と
し
た
市
民
の
皆
さ
ん
の
自
主

的
な
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
施
設
で
す
。

　
活
気
あ
ふ
れ
る
施
設
を
め
ざ
し

て
、
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
運
営
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
担
う
「
青
少

年
委
員
会
」
の
メ
ン
バ
ー
を
募
集

し
ま
す
。

対
象
者　
市
内
在
住
・
在
学
・
在

勤
の
中
学
１
年
生
～
30
歳
未
満
の

人募
集
人
数　
30
人

申
し
込
み　
５
月
26
日
㈬
ま
で
に
、

生
涯
学
習
課
〔
☎
(26)
８
０
５
６
〕

へ（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
抽
選
）

中
学
生
・
高
校
生
・
大
学
生	

	
	

「
青
少
年
委
員
会
」
メ
ン
バ
ー
募
集

９９広い
狭い

だ

一般的な文字
の
形

濁点が大きい

濁点が
小さい

ぼやけても
形が分かる ぼやけると

読みにくい

UDフォントには
見やすく読み間違えにくい
さまざまな工夫があります

広報の表紙タイトルにも
使われています！


	10-17p行政5月
	18-19pまちトピ5月

